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2020年小学校プログラミング必修化
どう準備するか
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一般社団法人みんなのコード
利根川　裕太
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議題

● 自社・自己紹介

● プログラミング教育についての3つの観点

○ Must:必修化の方針

○ Can:教材体験・事例紹介

○ Will:子どもの反応

● どう準備するか
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自社・自己紹介
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一般社団法人みんなのコードについて
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● ミッション

「全ての子どもがプログラミングを楽しむ国にする」

● 活動内容

2020年度から必修化される小学校でのプログラミング教育にて、

子どもたちがプログラミングを楽しめる授業が日本中に広まるよう

学校の先生等への支援を企業・行政と協力しながら実施。

● 代表

利根川 裕太

文部科学省「小学校段階における論理的思考力や創造性、問題解決能力等の育成と

プログラミング教育に関する有識者会議」委員

みんなのコード
先生・校長

教育委員会等
子どもたち

企業 行政

支援 授業

協
力
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自己紹介

利根川　裕太

一般社団法人みんなのコード 代表理事　

二児の父 (4歳, 1歳)

● 1985年　 生まれ

● 2009年　 ラクスル株式会社立ち上げから参画し、

　　 プログラミングを学び始める

● 2014年　 Hour of Code のワークショップ開催

● 2015年　 一般社団法人みんなのコード設立

● 2016年　 文部科学省「小学校段階における論理的思考力や創造性、

問題解決能力等の育成とプログラミング教育に関する

有識者会議」委員拝命
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質問

1. プログラミング教育やらなくてはいけないと思いますか？

→Must

2. プログラミング教育できると思いますか？

→Can

3. プログラミング教育やりたいと思いますか？

→Will
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Must
プログラミング必修化の理由
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/074/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/07/07/1373891_5_1_1.pdf
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なぜプログラミング必修化が必要か
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プログラミングが活用されているのはPC, スマートフォンの中だけではあり
ません。

● これまでの10年間

○ Facebook 2004年、Youtube 2005年、Twitter 2006年、

iPhone 2007年、LINE 2011年 はいずれも過去約10年に

生まれています。

10年の時価総額成長率で全セクター45%に対し，ITセクターは128%(*1)

→ IT業界が約3倍の成長率で伸びた時代

● この先の10年間

○ トヨタが2020年に全自動運転車の市販発表 (*2)
○ サッカー岡田監督のチームFC今治もITを駆使 (*3)
○ 回転すしでもICチップ+ビックデータ解析で1分後と15分後に

握るネタを決定し廃棄を減少 (*4)

→ IT業界以外でのITの活用が進んでいます。

* 1 Financial Times, FT500 2006, 2015 * 2 トヨタ自動車プレスリリース 2015/10/16 
* 3 SAPジャパン  FC今治オフィシャルパートナー * 4 スシロー、ビッグデータ分析し寿司流す 日経情報ストラテジー 2014/10

http://newsroom.toyota.co.jp/en/detail/9751814
http://www.fcimabari.com/special/t_okada/000003.html
http://www2.cgu.ac.jp/kyouin/takahashi/siryou/jouhou_syokugyou/sushiro.pdf
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なぜプログラミング必修化が必要か
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過去10年間でスマートフォン等の前掲の技術が黎明から普及し、私たちの

生活を変えたように、現在黎明期の技術が10年~20年後の社会を変えるこ

とが予測されます。

人工知能、音声認識、先端ロボット技術、自動運転車、機械学習(AI)、IoT、3Dプリンター等の技術により、ブ

ルーカラー(タクシー、トラック運転手等)だけでなく、ホワイトカラー(コールセンターオペレーター、弁護士等)の
多くの仕事も失われると見込まれ、その割合は49%にもなると予測されています。(*5,6)
→ 35人学級だとすると17人の仕事が失われる可能性

→ 逆に新たに発生するであろう仕事の多くは

　 共通スキルとしてプログラミングの重要性が

高まると予測されています。

* 5 McKinsey Global Institute, Disruptive technologies: Advances that will transform life, business, and the global econom 2013
* 6 日本の労働人口の49％が人工知能やロボット等で代替可能に (野村総合研究所・オックスフォード大学 2015)

https://www.nri.com/jp/news/2015/151202_1.aspx
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なぜプログラミング必修化が必要か
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理科の「電気」が教育課程に導入されていることにより、
「社会で広く使われている技術を科学的に理解する」ことに役立っているのと同様に、

21世紀において、社会で幅広く活用されているコンピューターについて、
その動作原理を科学的に理解する為に、
義務教育でのプログラミング教育が必要と考えられます。

画像：当法人の出張授業まとめスライドより
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なぜプログラミング必修化が必要か
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http://gakusyu.shizuoka-c.ed.jp/science/chuugaku/buturi/kairo/3-2-2/3-2-2-1.html
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Can
教材の体験・事例紹介
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Hour of Code 教材体験
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http://studio.code.org/ へアクセスし、“古典的な迷路”コースへ

(画面の少し下です)

http://studio.code.org/hoc/reset
http://studio.code.org/hoc/reset
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Hour of Code 教材体験
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https://www.youtube.com/watch?v=0NhoQqtNLaM

http://www.youtube.com/watch?v=0NhoQqtNLaM
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加賀市での実践事例
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石川県加賀市長・教育長以下、市を挙げての取組として、

平成28年度に本事業を実施。

実施のポイント

1. 総合的な学習の時間でも実施可能な内容を、

教育課程外の夏休み・土曜日プログラミング教室として実施。

2.  単にプログラミングを学ぶのではなく、

「自分たちの暮らしとコンピューター／プログラミング」との

切り口から探求的な学習活動を実施。

3. ドリル型教材・アンプラグド教材等を活用し、

学校の先生でも実施しやすい教材で実施。

加賀市での取組事例(総務省実証事業)

17
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教科　：総合的な学習の時間 (4年生) を想定

単元名：私たちの暮らしとコンピューター／プログラミング

目標　：

● コンピューターが社会と自分たちの生活にどのように役立っているか理解す

る。 [知識・理解]
● 紙と体を使った活動を通じ、コンピューターが動く原理を理解する。

プログラミングを通じ、コンピューターが動く原理を理解する。

[思考・判断／技能・表現]
● コンピューターの利用者ではなく作成者となる視点を育てる。

[関心・意欲・態度]

加賀市での取組事例(総務省実証事業)

18
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加賀市での取組事例(総務省実証事業)
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目標 学習活動の流れ 評価

第1時間 コンピューターが私たちの生活

で役立っていることを理解す

る。

世の中でコンピューターが役立っている例
を議論し共有する。
プログラミング作成の概念を学ぶ。

・現代社会がプログラミングに支
えられていることを理解したか

第2時間 コンピューターの考え方を理解

する。

ルビィのぼうけんに沿ったワークで学習活
動を実施

第3,4時間 コンピューターの作成者になれ

るという実感を持つ

Hour of Code 取り組み
(コースは学年ごとに調整)

「順次」、「条件分岐」、「繰り返
し」の役割と概念を理解し、適切
に利用できたか

第5時間 活動のまとめ。

更に学習を深めたい場合の導
き。

実際の身近な まだコンピューター化され
ていないものにプログラミングをするとどう
なるかを議論し共有。
指導員からの解説。さらに学習したい場
合について。

・プログラミングを学ぶことによっ
て、コンピュータを使った創作的
な活動が可能になることを理解
したか



© 2017 一般社団法人みんなのコード  info@code.or.jp

加賀市での取組事例(総務省実証事業)
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実施日 会場 内容 指導者 アシスタント 受講者

研修①

8月1日 橋立小学校 指導者研修会 みんなのコード - 学校教員等

8月2日 橋立小学校 プログラミング講座 みんなのコード 学校教員等 児童

研修②

8月25日 錦城東小学校 指導者研修会 みんなのコード - 学校教員等

8月26日 錦城東小学校 プログラミング講座 みんなのコード 学校教員等 児童

実践① 10月29日 作見小学校 プログラミング講座 学校教員等 みんなのコード 児童

実践② 11月19日 山代小学校 プログラミング講座 学校教員等 みんなのコード 児童

実践③ 12月3日 山中小学校 プログラミング講座 学校教員等 みんなのコード 児童

先生等は、研修、実践それぞれいずれかの１回に参加。
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Will
子どもの反応
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生の子どもの反応を見ないと
正直伝わらないのですが、、、

https://www.youtube.com/watch?v=tI8uBQwo1UI&t=5s

子どもの反応

http://www.youtube.com/watch?v=tI8uBQwo1UI
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子ども

● しょうらいいろいろな物が自動になると幸せなので、

(プログラミングは)いろんなものに役立つと思いました。

● ぼくは、未来のロボットが発明できるような気がしました。

● 自分が小学校のあいだにプログラミング学習ができるなんてとてもうれ

しいです。

加賀市での反応(総務省実証事業)
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加賀市での反応(総務省実証事業)
教員

● 自分自身がプログラミングに関して知識が不十分で、子ども達の前に立
つ不安があった。
しかし、授業した１時間目だけではなく、全体を通して、子ども達の発想
の柔軟さや吸収力、対応力、応用力にびっくりした。とても楽しく、充実し
た時間であった。

● プログラミングについてのわかりやすいイメージを持てたこと、相手にわ
かりやすくプログラミングを説明するノウハウを得られてことが、よかった
と感じました。
毎回、子ども達の対応力に驚かされます。彼らはこちらが答えを教えな
くても、自分たちで考える力が備わっていということを再認識させられた
思いです。
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加賀市での反応(総務省実証事業)
本実証事業から市内の小学生プログラミング教育が始動しました。

● 来年度より本実証授業の内容を、市内全小学校の4年生以上の
全クラスの総合的な学習の時間で展開予定。

● 本年1月に校内自主研修として、本実証事業の内容を本研修に参加して
いない教員にも展開。

● メディアの報道を受け、石川県教育委員会や隣接県の教育委員会等から
も本事業を参考にしたいとの声が。

→ 一年間で北陸エリアのプログラミング教育先進自治体に
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どう準備するか

26

「未来を予測する最善の方法は、
それを発明することだ」
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プログラミング必修化までのスケジュール
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年度 教育委員会側準備 研修 研究授業

2016(H28)年 次年度研修予算措置

2017(H29)年 移行措置期間の予算措置
（教材、外部講師等）

市内研修開始
（教育研究会等）

研修受講者の中から
年度内に開始

2018(H30)年 『移行措置期間』入り  校内研修開始 複数校・学年に展開

2019(H31)年 校内研修全校に拡大 全校に展開

2020(H32)年 『全面施行』で
全教員が実施

あと13ヶ月

あと37ヶ月
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小学生から始められるプログラミングって
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小学生から始められるプログラミングって
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プログラミング教育を始めてみましょう
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● まずは、ご自身で試してみてください。

● 次に、子どもたちと試してみてください。

● あるいは、他の先生達と試してみてください。

● 不安があれば、みんなのコードに相談してください。
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本日のまとめ
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● みんなのコードの取組 (右図)

● Must: 社会的背景から2020年プログラミング体験を教科内で必修化

● Can: プログラミングわからなくても指導可能な教材

● Will: 子どもの反応

● どう準備する？: 皆さん → 子ども・周りの先生 → 早めの動き出し

　一般社団法人みんなのコード 利根川 裕太 info@code.or.jp
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